





際的概念となっている。論文検索サイト CiNii において，このワードを検索すれば，878 件がヒッ
ト（2018 年 9 月 28 日現在）する。最も古いものでは 1991 年の 1 編（西川栄一「サステイナ
ブル・ディベロプメント：環境と開発の新しい関係を目指して」日本科学者会議編「日本の科










済発展と社会的課題の解決を両立させる「Society 5.0」を目指して未来投資戦略 2018 を打ち
出している。この理由は，日本のイノベーションが停滞しているという認識があるかである。




























































































“Economics is the science which studies human behavior as a relationship between given 







































































































































2009 年にアズビー・ブラウンによって発表された “Just Enough: lessons in living green 





















































































Baron & Kenny（1986）によれば，①独立変数（X）と従属変数（Y）の間，② X と媒介変
数（M）の間，③ M と Y の間（X をコントロールしたときの M が Y に与える効果）にそれ
ぞれ統計的に有意な関係が確認され，④ X と Y の回帰式に M を投入することで X の Y への
43サステナビリティの諸側面
影響が統計的に有意でなくなる（完全媒介）か，有意ではあるがその値が小さくなれば（部分
媒介）（M をコントロールしたときの X が Y に与える効果），変数 M の媒介効果があること






である。Hayes（2013）は，Baron & Kenny（1986）の分析手法は，X → M，M → Y の偏回
帰係数をそれぞれ a，b とした際，間接効果は a × b であるから a，b それぞれの推定結果をもっ
て間接効果が存在するとは必ずしも言えないこと，X → Y が成立しなくても，間接効果が統
計的に 0 でないケースが多くの研究で示されていることなどを指摘し，間接効果（a × b）を
定量化して，完全媒介，部分媒介，媒介効果なしの違いを検定できる方法を提示した。具体


















































































































































































































































このような問題意識のもとで開催された 2nd International Conference “ Interaction of 

































6.2.4　Željko Erkapić, “Agricultural Equipment Cluster Ltd. - Osijek”
本報告は，オシエク市における大規模農業機器の共同保有とそのマネジメントについて，事
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Aspects of “sustainability”
The Research Unit of Regional Economic and Business History
Abstract
This study examines sustainability in a multilateral academic context as well as from the 
perspectives of history of economics, economic history, and human resource 
administration. “Sustainability” has become the current key interdisciplinary concept. 
However, many studies have not reviewed the fact that this concept has historical and 
diverse features. Therefore, we consider “sustainability” in all its aspects.
